
                             
 
 
 
 

 

 

 
                                  

                  

仲 間 と 共 に 歩 ん だ 道 

四街道市立四街道北中学校 

 生徒会長 鈴木 柊真  

 

四街道北中学校には、『自考自行』という学校教育目標があります。自ら調べ、考え、判断し、行動でき

るようにと立てられている目標です。入学したばかりの頃は少し難しく感じていましたが、先輩方の背中を

見ていると、一人一人が自分らしさを残しつつも、色々なことに積極的に取り組み、目標を達成していく姿

に、私はいつしか憧れを抱くようになりました。私も先輩方のようになりたい一心で、とにかく色々なこと

に挑戦してみることをスタートの第一歩としました。        

生徒会活動もその一つです。１年目は先輩方に助けてもらいながらも、私にできる精一杯を見つけ、必死

に背中を追いかけました。活動をしていく中で、中学生は勉強や部活動の他にも、想像以上にたくさんやる

ことがあり、そこにはさらにやることの責任があることに気付きました。  

２年目は生徒会長として挑戦したいという気持ちがありながらも、不安や色々な思いと葛藤で押しつぶさ

れそうになっていたことを今でも思い出します。しかし、活動をしていく中で、多くの大切な学びや気づき

を得ることができました。生徒会長として、伝統を残しつつも、自分たちのかけがえのない中学校生活をよ

り良くする為に、前向きに突き進んできたことで、不安が自信へと変わりました。北中の伝統として長年大

切にしてきた３つの宝の一つでもある挨拶は、学校内だけでなく、それぞれが住んでいる地域などでも飛び

交っています。また全校生徒一人一人が学校生活をよりよくする為の意見を吸い上げやすくする目安箱の環

境を整えたことで、北中らしさを生かした意見やアイデアを共有しやすくなりました。不安が自信へと変わ

るまでは、成果として現れず、何度も悔しい思いをすることもありました。しかし、どんな時でも私の周り

には、同じ思いを持ち、同じ目標に向かって切磋琢磨し合えるかけがえのない仲間がいて、自分のことのよ

うに一緒に悩み、喜びを共にしてくださる先生方がいました。こんなにも最高な環境で生徒会長として頑張

ってこられたこと、とても幸せに感じますし、感謝の気持ちでいっぱいです。中学校生活で学んだ経験を、

これからの将来に生かしていきたいと思います。  

学校教育目標「自考自行」のもと、私は中学校生活の中で、自ら考え、行動することの大切さと難しさ、

そしてその先にある喜びを学びました。困難の中にも学びがあり、自らの手で道を切り開く力が、少しずつ

自信へと変わっていった３年間でした。この経験は、これから先の人生においても、私の大きな支えとなっ

てくれると信じています。 来年、四街道北中学校は、創立４０周年を迎えます。そのような伝統のある四

街道北中学校をもう少しで卒業します。中学校での３年間は、多くのことを学び、仲間や先生方と共に過ご

す最高な時間です。今まで協力してくださったみなさんに感謝し、残りの中学校生活も充実したものにした

いと思います。四街道北中学校のますますの発展を祈り、ここに筆をおかさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

◎「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。 
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四街道市青少年育成センターだより 

一期一会

当 セ ン タ ー で は 子 ど も と 保 護 者 の 悩 み 相 談 を 受 け 付 け て い ま す 

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー  (月 )～ (金 )  ９ ： ０ ０ － １ ６ ： ３ ０ 

 相 談 専 用 電 話 0 4 3 - 4 2 3 - 0 0 6 6   フ リ ー ダ イ ヤ ル  0 1 2 0 - 4 2 3 - 0 0 6 

 青少年育成センターへは市役所第二庁舎からも裏側通用口を利用して入ることもできます 

mailto:yseishonen@city.yotsukaido.chiba.jp


 

 

 

 

 

「自然の中で遊んで・学んで・笑おう！テントの中は、わくわくが 

いっぱい！夜は満点の星空が待ってるよ☆」というスローガンの下、  

 様々な理由で学校になかなか登校することができない小中学生とその保護者の方々 

を対象に１０月１６日（木）～１７日（金）の１泊２日で「わくわく！！スマイル 

 キャンプ」を実施しました。宿泊を伴うキャンプは初めての試みでしたが、千葉市 

若葉区にある「千葉ウシノヒロバ」キャンプ場に、小中学生、そして保護者の方々 

など、合計７名に参加していただきました。  

  天気が心配されましたが、１日目少し雨に降られただけで２日目の朝は写真にも 

 ありますように、雲一つない爽やかな秋晴れに恵まれました。 

  子どもたちは、その中でテント設営、カレー作り、小枝を活用したマイスプーン 

作りなどを行いました。活動中、子どもたちからは、終始、明るい笑い声が聞こえ  

異年齢集団の中で、自ら進んで仲間たちと関わる姿が見られました。 

今後も様々な取組を通して、子どもたちの笑顔があふれ、自信を持って行動でき 

る場面を企画していきたいと考えています。 

★SNSを活用する上での注意点！！
今や SNSは様々な場面で活用され、私たちの生活の中で欠かすことのできない存在になっています。また

家族や友人のみならず、世界中の人々ともその場に訪れることなく瞬時に繋がり、コミュニケーションを図

ることができる、とても便利で、有効なツールです。反面、自分が発信した内容が不特定多数に拡散し個人

情報の流出や誤った情報の拡散などが自分だけでなく周囲にも影響を与える可能性があります。近年特に小

学生などSNS利用の低年齢化が進み使い方によっては犯罪被害やトラブルを招く恐れがあります。今後はさ

らにリテラシー教育の充実やモラルの向上が求められています。特に気をつけなければならない点は、以下

の通りです。 

・他者を不快にさせるような誹謗・中傷はしない                              

何気ない投稿や発言でも、他者によっては不快に感じられる可能性があります。特に、冗談や軽い気持ちで 

発した言葉が相手に誤解され、トラブルの原因になるケースが少なくありません。特定の個人やグループを攻 

撃するよう表現や差別的な内容は避けるようにする。 

・個人情報を投稿しない

    SNSは気軽に写真、動画や文章を投稿できますが、思わぬところから個人情報が漏れてしまう危険がありま

す。たとえば､何気なく投稿した写真に自宅の表札や周囲の建物が映り込んでいると、住所や居住エリアを特定

される恐れがあります。 

・知らない人を安易に信用しない

    SNSは、顔や年齢、性別を問わず誰とでも簡単につながることができる便利なツールですが、リスクも潜ん 

でいます。親しげに接して信頼を得てから個人情報を聞き出し、詐欺や犯罪に巻き込もうとする人物が SNS上 

に存在しているため注意が必要です。     

・プライバシーや権利に配慮する

SNS に投稿した情報は、一度拡散されると完全に削除するのは困難です。たとえば､無断で友人の顔が映った

写真や動画を投稿すると､トラブルに発展する可能性があります。 
 

○１０月の相談活動 [５５件]                   〇１０月の不審者情報                                         

電 話  ２３ 来 所  ３１ 訪問等  １ 

〇１２月の街頭補導予定（１４回） 

１日（月） Ａ ２日（火） Ｄ ３日(水) Ｂ ５日(金) Ｃ ８日(月) Ｄ 10 日(水) Ｂ 11 日(木) Ｅ 

15 日（月） Ｅ 17日(水)  Ｄ 18日(木)  Ｃ 23日(火)  Ｅ 24日(水)  Ｃ 25日(木)  Ｄ 26日(金)  Ｂ 

A 7:30-8:30   B 10:00-11:00    C 14:30-15:30    D 16:30-17:30    E 17:30-18:30   

不審者情報はありませんでした。引き続き積極的な

声かけをお願いします。 

 


